
しみ｡あざで悩んでいる方へ。
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B血惣 afiw q_保険はききますか？

A疾想によ=バケ職I:り典寸か他服保健の適応かあり詩j
美'#li的での沿旅I､k、保険がききません、

罪し<1,):‘ ｜ﾀﾐ帥にお'胃捌lください

しｿﾒやあざの状態・大きさを確認し奎一『

力ウンセリングヲ,W. i-紬､〃r鹿獲るII榊等もあI')主寸ので
｜ｸﾐﾙlilこご|･lli;淡ください
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q術みはありますか？

A,愉ゴムではじかれたよ．)ん姉ふか‘胸りlﾐす．
術みをやｵ>もlfるために、獲る麻酔等もあり主すの-で

術みに洲いﾉﾉ化、 |"IIIIiにご|:l l !淡ください，

難11Wみの感じ〃I ｛I“ fﾊ|人ﾉ初‘ル,りIﾐｰ.1

|ﾉﾐに介わせ~適切なエネルギーを

テス1"!!"､1．を行いjﾐｻ一

肌'【Iペ，洲1

テスト照射
‘没だし、 B吹1℃ 航"‘

綱、しみ

ﾚｰｻｰ照射諒鮮卿で縦)i:L/ZIII"で“に愉嫌． CL滴搬li'l数はどのくらいですか？

Aしみやあざのf'"iや火ささにkって災なりますが、
1 lillの論旅で効11Lを'盤感できるものもあります．

．ﾐ嫁- 、色の濃いも"（火きいものは、摘療をIII加る

ことで徐々;こI I ､？:たなくなっていきよす。
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q愉娠を受けるにあたり､糀愈することはありますか？

A治療lilili、 1 1"ﾅl l")を他川需j-ろなど論旅部位を、焼(『
し/負いk)iこしてください齢娠後も｢I焼;ナを避け、

こ-rるなど(/)'l111激をIj.えず‘ﾐいに):二注.瞳してください‐

その他、 Iﾀﾐ師の脂,j:かル)れ1K，それI二従っ-<ください

ifiM“)if劇11 ： ‘ 【1.旅IMMにk･Z-ず兇ぷろニンがあり堂I

このような症状に

TheRuいの治療は

適しています。

’治療後の注意点

治療後はかさぶたができます。その後． 自然にはがれ蕗ちるまで

無理にはがさないでください。

日中は、日焼けl1二めを使用するなどして、 日焼けに注蔵してください。

治療後は､皮膚が職燃しやすくなっているため、保湿を心がけてくださ恥

入浴は治療翌日から．化桃は治縦後約1週間から可能です。
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しみ･あざとは

皮噛</)I I 1 ! -")ろメラニンか異浦に増加し

皮I荷炎liliか..』兇ろと紫色や蝋色に兇える

状態のニレをいい撹十

Q 巳

TheRublとは
Q

TheRubylt、 しう侯・ 《ｩざ津のメラニンか

jli(IAIとなる疾心U)1台旅に対し-<、極め-く

効染か!$.Iぃルピーレーザーで十

さらにThcRubylt、 し率~あざの砿類に

上つ･<!K"･iモードを切レノ緋えることが

できるたy)、姉状に合ｵ'せた適切な治療を

1．ることがぐき唯-l-
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お女〔経に当院の医師にごｲII !淡ください

／ 、 。K之』。

'ずkで〃》さらy)ていた、 しみ~あざ“

レーザーで宏倹・雌'蝿一治娠を行う二とができま寸
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もう一人で悩まないでほしいから

TheRuby
。 ルビーレーザー治療のご案内

IMEC一 、

〔
昌三~

~

『

つ

一

一

一

一

FI1 b.』 134


